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法科大学院（仮称）構想に関する検討について

平成１２年５月２４日

高 等 教 育 局 長 裁 定

１ 目 的

司法制度改革審議会からの検討依頼に応じ、新しい法曹養成制度の一環とし

ての法科大学院（仮称）構想に関し、入学者選抜の方法、教育内容・方法、教

育体制等についての基本となるべき事項について、司法試験及び司法（実務）

修習との有機的な連携に配慮しつつ、検討を行う。

２ 検討事項

（１）入学者選抜の在り方、教育内容・方法、教育体制等について

（２）教育内容・方法等との関係での司法試験及び司法（実務）修習の在り方に

ついて考慮すべき事項

（３）その他必要な事項

３ 実施方法

（１）別紙１に掲げる者の協力を得て検討を行う。

（２ （１）のほか、別紙２に掲げる司法制度改革審議会委員の参画を得る。）

（３）必要に応じ、別紙に掲げる者以外の者の協力を得ることができる。

４ 実施期間

平成１２年５月２４日から平成１２年９月３０日までとする。

５ その他

この検討に関する庶務は、司法制度改革審議会事務局及び法曹三者の協力を

得ながら、高等教育局大学課で処理する。



法科大学院(仮称)構想に関する検討会議における検討状況

会 議 日 程 検 討 内 容

第 １ 回 ５月３０日 火 座長互選、フリーディスカッション（ ）

第 ２ 回 ６月 ７ 日 水 スケジュール及び検討項目決定（ ）
各検討項目について検討
・検討の前提として確認すべき事項

・法曹養成のための法学教育を担うべき主体に関

する考え方

・法科大学院における法学教育の基本骨格と修業

年限

第 ３ 回 ６月２３日 金 各検討項目について検討（ ）
・法科大学院入試

・法科大学院における教育内容－カリキュラム

・法科大学院における教育方法

第 ４ 回 ６月２９日 木 各検討項目について検討（ ）
・法科大学院における教員組織

・法科大学院の設置形態

第 ５ 回 ７月 ５ 日 水 各検討項目について検討（ ）
・第三者評価の在り方

・司法試験

・実務修習との関係

第 ６ 回 ７月１７日 月 中間取りまとめに向けた検討（ ）

第 ７ 回 ７月２４日 月 検討会議における議論の整理（案）の検討（ ）

第 ８ 回 ７月３１日 月 検討会議における議論の整理（案）の検討（ ）

第 ９ 回 ８月１７日 木 司法制度改革審議会における「検討会議にお（ ）
ける議論の整理」の報告状況について報告

第１０回 ９月 １ 日 金 最終報告に向けた検討（ ）

第１１回 ９月 ８ 日 金 最終報告に向けた検討（ ）

第１２回 ９月２０日 水 「法科大学院（仮称）構想に関する検討のま（ ）
とめ（案 」の検討）


